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Information　事務局報告：庶務担当，広報渉外委員会から

1．2014 年選挙公報
　会員総数：3209，名誉会員：12

　正会員：3197，うち医師：3159，うち会費完納：1874

　会員歴 4年以上：1543が選挙人
　会員歴 7年以上：1312，うち 65歳以上 25，辞退 1，
職責理事 4，を除く 1282人が理事被選挙人
　理事：192，うち 65歳以上 2，辞退 1，未更新資格
停止 1，を除く 188人が専門医指導医認定委員被選
挙人
　投票締切：2014年 4月 21日（月）消印有効
　開票日：2014年 4月 27日（日）
　開票場所：先端医療センター
　　　　　　（神戸市中央区港島南町 2-2）
　選挙管理委員：松丸祐司，杉生憲志，吉村紳一
　立会人：佐藤浩一，新見康成，兵頭明夫
　マークシートオペレーター：坂井信幸，石井　暁

結果
1）投票総数：1,542

2）返送封筒総数：890

　無効封筒：12（期限切れ =3，氏名なし =2，中封筒
なし =4，中封筒不備 =3）
3）総開封数：878

4）理事選挙
　投票数：878

　無効投票：37（読み取り不能 =1，投票要項違反 =36）
　有効投票総数：841

　当選者（職責理事 4名を除く）：
　　大石英則，坂井信幸，新見康成，松本康史，江面
　　正幸，宮地　茂，石井　暁，里見淳一郎，寺田友
　　昭，広畑　優，桑山直也，飯原弘二，小林繁樹，
　　永田　泉，山上　宏，田中美千裕，藤中俊之，東
　　登志夫，中原一郎，兵頭明夫，清末一路，根本　
　　繁，佐藤　徹，村山雄一，川西正彦 

　（次点）石原正一郎
5）専門医指導医認定委員選挙
　投票数：877

　無効投票：20（読み取り不能 =0，投票要項違反 =20）
　有効投票総数：857

　当選者：松丸祐司，坂井信幸，大石英則，吉村紳
一，新見康成，寺田友昭，桑山直也，松本康史，里見
淳一郎，杉生憲志，伊藤　靖，江面正幸，石井　暁，
広畑　優，清末一路，兵頭明夫，村山雄一，根本　
繁，中原一郎，藤中俊之
　（次点）佐藤　徹

2．理事会（2014.5.20，神戸ポートピアホテル）報告
1）2014年理事，専門医指導医認定委員会委員選挙の
結果が松丸祐司選挙管理委員長から報告されました．
　詳細は 1の選挙公報を参照して下さい．
2）機関誌（JNET）編集室の開設，ScholarOne電子投稿
システム運用開始，JNETジャーナルホームページ開
設，論文剽窃関連について，中原一郎機関誌編集委員
長から報告されました．
-1　機関誌（JNET）編集室と JNETジャーナルホーム
ページが開設され，学会ホームページからリンクされ
ています．
-2　ScholarOne電子投稿システムの運用が始まりまし
た．
-3　2013年の投稿数は 52編，2014年はこれまでに
23編の投稿です．
3）日本専門医機構の発足について，江面正幸専門医制
度委員長から報告されました．
　日本脳神経血管内治療学会が加盟している日本専門
医制・評価認定機構は解散し，日本専門医機構が発足
しました．日本専門医機構には，19の基本領域，29

のサブスペシャリティ領域の学会が，今後評価・認定
されることが決まっており，日本脳神経血管内治療学
会は未承認診療領域連絡協議会のメンバーとして今後
の検討対象となりますが，どう位置づけられるかは決
まっていません．
　日本脳神経血管内治療学会理事会は，脳血管内治療
専門医を日本専門医機構が承認する専門医制度とする
ことを最重要課題と考えています．日本脳神経外科学
会を基本領域とするサブスペシャリティ専門医を目指
しますが，内科・放射線科・救急科を基本領域とする
会員や専門医にも配慮していきます．またカリキュラ
ム，プログラムなど，日本専門医機構の専門医整備指
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針に基づいた専門医制度となるよう，制度改革を進め
ていきます．専門医制度に関する情報は，ホームペー
ジに公告していきます．
4）エンボスフィア（日本化薬）の取り扱いについて，坂
井信幸事務局長から報告されました．
　血管塞栓用ビーズとしてエンボスフィア，ヘパス
フィアが薬事承認，保険収載されましたが，その使用
については，日本 IVR学会が放射線科領域の「適正使
用に係る体制等の要件」を定め運用しています．
　本品は，脳神経領域の髄膜腫等の多血性腫瘍や動静
脈奇形の治療に用いることが可能と考えられますが，
日本脳神経血管内治療学会は，日本脳神経外科学会，
日本 IVR学会と協力して「脳神経領域におけるエンボ
スフィアの適正使用指針」を定め，適正に使用するよ
う努めることにしました．
　指針が策定され，所定の講習会が開催されるまで，
本品の脳神経領域での講習会の開催を中止することが
日本化薬（株）から日本脳神経血管内治療学会に届き
ホームページに公告したことが理事会で報告されまし
た．

3．会員各位へ
1）学会ホームページ http://www.jsnet.umin.jp/ に適時
重要な情報が公告されますので，常にご注意下さ
い．規則改正を経てからになりますが，本学会の
公告はホームページで行うことになる予定です．

2）会員情報システムの運用が始まりました．住所変
更，所属変更，連絡先変更などを，各自で行って
いただくことが可能になりました．必ず，最新情
報を登録するよう心がけて下さい．本システムで
は，会員歴や会費納入，専門医制度に関する情報
なども，閲覧できるようになります．詳細は，学
会ホームページ http://www.jsnet.umin.jp/ でご確認下
さい．

3）学会メールアドレスは jsnet-admin@umin.net，専門
医制度事務局メールアドレスは jsin-hq@umin.net，
会員業務担当メールアドレスは jsnet_service@

nv-med.comです．
4）脳血管内治療関連のセミナーや集会情報を学会メー
ルアドレスまでお寄せ下さい．
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